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　９月９日（水）の午後５時 45分頃に人見地区か
ら見ることができた妙義山の神秘的な風景です。
学習の森では妙義山をはじめとする上毛三山に関
する企画展を行っています。皆さんぜひお越しくだ
さい。　　　　　　　　　　　（教育委員会撮影）

妙義山が織り成す不思議な光景
Ｐ２　高額介護合算療養費の支給申請について

Ｐ３　住宅用太陽光発電システム設置補助金制度

Ｐ５　成年後見制度について

44第 号

人　口  　63,460 人      （－  3）
　男　  　31,059 人      （－  5）
　女　  　32,401 人      （＋  2）
世帯数　  23,696 世帯  （＋16）

住民基本台帳人口（９月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

市長対話の日
　11月28日（土）　支所　第２会議室
　12月はお休みです
時間 ▼午前 10 時～正午
※受付は午前11時 30 分まで
※都合により時間が変更になることもあります

平成 21年平成 21 年平成 21 年平成 21 年平成 21 年
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高額介護合算療養費の
　　　支給申請をお願いします
○高額介護合算療養費とは
　皆さんが、医療機関にかかったときの自己負担額と、
介護保険のサービスを利用したときの自己負担額が高
額になったときは、それぞれ月単位で自己負担額の限
度額が設けられており、限度額を超えて支払った自己
負担額は高額療養費（高額介護サービス費）として保
険から支給しています。
　平成 20年４月の診療（介護サービス利用）分から、
それらを合算して年単位で自己負担額の限度額を設け
る新しい制度（高額介護合算療養費）が設けられまし
た。限度額を超えた分は、申請により支給します。
○限度額は年額で計算されます
　限度額は年額で前年８月１日から７月 31 日までの
分を合算します。ただし、平成 20 年４月１日から平
成 20 年７月 31 日までの診療（介護サービス）分は、
平成 20 年８月１日から平成 21 年７月 31 日までの
分と合算して支給額を計算します。

○世帯ごとに合算して計算します
　この制度は医療保険（国民健康保険、長寿医療制度
または被用者保険）と介護保険の両方に、自己負担額
がある世帯が対象です。食費や居住費、差額ベッド代
などは合算の対象とはなりません。70 歳以上の人は
全ての自己負担額を合算の対象にできますが、70 歳
未満の人は１診療科目ごと１カ月 21,000 円以上の自
己負担額のみが合算の対象です。
　ただし、合算は医療保険ごとになります。同じ世帯
に長寿医療制度加入者と国民健康保険加入者（または
被用者保険加入者）がいる場合は、これらの医療保険
を合算して計算しません。医療保険ごとに１つの世帯
として計算します。
○所得や年齢に応じて自己負担限度額が決まります
　自己負担額を合算した世帯の合計負担額から、自己
負担限度額を差し引いた額が支給されます。差し引い
た額が 500 円未満の場合は支給されません。

所得区分

現役並み所得者
一 般
低 所 得 者Ⅱ
低 所 得 者Ⅰ

医療保険（国民健康保険、長寿医
療制度または被用者保険）加入者
と介護保険加入者（70歳以上）

67万円（89万円）
56万円（75万円）
31万円（41万円）
19万円（25万円）

所得区分

上 位 所 得 者
一 般
住民税非課税世帯

医療保険（国民健康保険または
被用者保険）加入者と介護保険
加入者（70歳未満を含む）

126 万円（168 万円）
  67 万円（  89 万円）
  34 万円（  45 万円）

○申請のしかた
◆国民健康保険または長寿医療制度に加入している人については、支給対象となる人（世帯主）へ 12月上旬（予定）
に、国民健康保険または後期高齢者広域連合から「高額介護合算療養費等の支給申請のお知らせ」に申請書を
同封してお送りしますので、本庁国保年金課または支所住民税務課で申請手続きをしてください。
◆平成 21 年 7月末日に国民健康保険または長寿医療制度に加入している人で、平成 20 年 4月から平成 21 年 7
月までの間に他の医療保険から移行した人が支給対象となる場合については、移行前の医療保険から、この期
間中に支払った自己負担額証明書の交付を受け、申請窓口へ提出してください。
　また、同対象期間中に安中市介護保険以外の介護保険の利用があった場合、その介護保険者から自己負担額証
明書の交付を受けた後、申請してください。
◆申請すると国民健康保険または後期高齢者広域連合と介護保険のそれぞれから支給される額が通知され、高額
介護合算療養費が支給されます。
◆被用者保険に加入している人の申請手続きについては、それぞれの保険者にお問い合わせください。
問合せ ▼市役所（☎３８２－１１１１）
国民健康保険の加入者 …　本庁国保年金課国保係・支所住民税務課国保年金係
長寿医療制度の加入者 …　本庁国保年金課給付係・支所住民税務課国保年金係
介護保険の加入者 …　本庁介護高齢課介護保険係・支所保健福祉課健康介護係

※平成 20年 4月から平成 21年 7月までの自己負担限度額は（　）内となります
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補
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を
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始
し
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す

　

市
で
は
、
地
球
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
促
進
お
よ
び
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
へ
、
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　

受
付
開
始
は
、11
月
２
日
か
ら
で
す
。
た
だ
し
、国
が
実
施
す
る「
住

宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
」
の
交
付
事
務
を
行
っ

て
い
る
、
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ

－

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
で
実

施
し
て
い
る
補
助
制
度
の
手
続
き
を
行
い
、
平
成
21
年
11
月
１
日
以

降
に
「
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

補
助
対
象
▼

　

平
成
21
年
11
月
１
日
以
降
に
、
自
ら
居
住
す
る
住
宅
（
居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
の

店
舗
等
併
用
住
宅
を
含
む
）
に
新
し
く
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
ま
た
は
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅
を
購
入
し
居
住
す
る
こ
と
。

※

自
己
の
所
有
で
な
い
住
宅
の
場
合
は
、
同
意
書
が
必
要

※

既
に
設
置
し
て
あ
り
、
増
設
す
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

補
助
対
象
者
▼

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

１
．
市
税
の
滞
納
の
な
い
市
民
ま
た
は
市
民
と
な
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る
人

２
．
平
成
21
年
11
月
１
日
以
降
に
、
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ

－

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

か
ら
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
費
補
助
金
」
の
交
付
決
定
を
受
け
る
人

※

県
が
実
施
し
て
い
る
設
置
補
助
金
と
併
用
は
可
能
で
す
の
で
、
群
馬
県
環
境
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
７

－

２
３
２

－

９
０
４
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

補
助
金
額
▼
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
７
万
円
（
上
限
20
万
円
）

受
付
期
間
▼
11
月
２
日
〜
平
成
22
年
２
月
15
日

（
先
着
順
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
）

申
請
書
提
出
先
▼
本
庁
環
境
推
進
課
窓
口
ま
た
は
支
所
住
民
税
務
課
窓
口

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
）

申
請
書
類
▼
本
庁
環
境
推
進
課
ま
た
は
支
所
住
民
税
務
課
お
よ
び
安
中
市
HP
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。

問合せ ▼本庁環境推進課環境衛生係
支所住民税務課環境交通係
（☎３８２－１１１１）

出典：太陽光発電普及拡大センター（Ｊ－ＰＥＣ）



国民健康保険特定健康診査国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査後期高齢者健康診査

個別健診個別健診は
１１月で終了します１１月で終了します
個別健診は
１１月で終了します

４広報あんなか　２００９年１１月号

国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査

　平成21年度の国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査は市内の下記医療機関で受診することができます。
　個別健診とは、集団健診と同じ内容の検査を、市内の医療機関で実施することをいいます。医療機関や市から日時
を指定することはありません。皆さんの都合のよい時に希望する医療機関で受診してください。
※集団健診は終了しました
個別健診実施期間 ▼11月30日（月）まで
料金 ▼無料
健診機関 ▼下記の医療機関（※印の医療機関は予約が必要です）

注意事項
◆受診票・受診券と保険証を必ず持参してください
◆受診票・受診券裏面の質問票は必ず記入してください
◆65歳以上の人で受診票右面に基本チェックリストがある人は必ず記入してください
◆午前中のみの受診となりますので、朝食を食べずに受診してください

その他
◆受診票・受診券は、個別健診・集団健診共通です
◆安中市国民健康保険の資格を喪失した場合または長寿医療制度（後期高齢者医療制度）加入者で市外に転出し
た場合は、市から送付した受診票・受診券では受診できません。すみやかに受診票・受診券を市へお返しください。
資格喪失後に受診した場合は全額自己負担になります
◆集団健診を受診した人は受診できません。重複して受診した場合はあとから受けた健診費用は全額自己負担にな
ります
◆事業所などにお勤めの人で、事業所などが行う健診を受けた場合は、この健診を受ける必要はありません。お手
数ですが、健診結果を安中市へお知らせください
◆被用者保険の被扶養者の人の特定健康診査も上記医療機関で受診することができます
◆安中市人間ドックを受診する人は、健診項目が重複するため受診できません

問合せ ▼本庁国保年金課国保係（☎３８２－１１１１）

医療機関名
385-1511

381-0485

380-1717

381-2201

381-0448

380-1181

385-8255

385-1351

393-5311

ア ミ ヤ 医 院
有 坂 内 科 医 院　※
いのうえ整形外科内科クリニック
いわい中央クリニック　※
上 杉 医 院　※
大貫クリニック　※
岡 田 医 院　※
お に か た 医 院　※
く ろ さ わ 医 院

385-8221

385-8551

382-8111

382-1123

385-7858

382-3131

382-2210

393-1731

393-1005

公 立 碓 氷 病 院　※
櫻 井 内 科 医 院　※
さわやかクリニック
正 田 病 院　※
城 田 医 院　※
須 藤 病 院　※
高 橋 医 院　※
田 口 医 院
武井内科循環器科

385-6031

393-1324

381-0229

382-1255

393-1301

384-1126

382-2510

半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院　※
本 多 病 院　※
松 井 田 病 院　※
み や ぐ ち 医 院　※
茂 木 内 科 医 院

50音順
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知っていますか

成年後見制度
　成年後見制度とは認知症、精神障害、知的障害などの理由により判断能力が不十分な人が財産などの面で不利
益を被ったり、人としての尊厳が損なわれることがないように、その人を支援する人（成年後見人など）を選ぶ
ことで、法律的に支援する制度です。

どのようなことに対して
　　　　支援が受けられるの？
◎財産管理
　・本人の預貯金や不動産、株券、証券などの管理や契約などについて
　・本人の契約に対する同意権と取消権
◎身上監護
　・日常生活に必要な費用を計画的に支出することについて
　・介護サービス利用契約、施設入所契約、医療行為の契約などについて

どんなときに利用すればいいの？
　○物忘れなどにより、財産管理に自信がなくなってしまった。
　○悪質な訪問販売などにより、必要のない高額な品物を買わされてしまった
ので、そのようなことを防ぎたい。

　○一人暮らしで頼れる人もいないので、将来の不安に対する準備をしておき
たい。

　○不動産の売買や生命保険などの受け取りをしたいが、契約書などの書類が
理解できない。

　などの状況になってしまったとき。
成年後見制度の種類
　成年後見制度は、大きく分けると法定後見制度と任意後見制度の２つの制度があります。
　また、法定後見制度は「後見」・「保佐」・「補助」の３つに分かれていて、判断能力の程度など本人の事情に応
じて制度を選べるようになっています。
法定後見…現時点で、判断能力が十分でない人が対象です
任意後見…将来、判断能力が十分でなくなることに備えるものです

　市では群馬県社会福祉士会の協力により、下記のとおり成年後見制度に関しての相談会を行ないます。
ご自身やご家族のことで心配なことがある人は、ぜひご参加ください。
※時間制・個別面談での相談会のため事前予約が必要です
開催日 ▼平成 22 年１月 21日（木）
場所 ▼市役所本庁または支所　※会場・時間は申し込み時にお問い合わせください
参加費 ▼無料
申込み・問合せ ▼12 月 25 日までに本庁介護高齢課までお申し込みください。本庁介護高齢課（☎３８２－１１１１）
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問
合
せ

▼職
員
課
職
員
係
（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

３
．職
員
の
勤
務
時
間
・
そ
の
他
勤
務
条
件

（
1）
勤
務
時
間

１
週
間
の
勤
務
時
間
…
40
時
間

始
業
時
間
…
午
前
８
時
30
分

終
業
時
間
…
午
後
5
時
15
分

（
2）
休
暇
の
種
類

年
次
有
給
休
暇
・
病
気
休
暇
・
特
別
休
暇
・
介
護
休
暇

（
3）
育
児
休
業
及
び
部
分
休
業

育
児
休
業
…
子
の
養
育
の
た
め
そ
の
子
が
３
歳
に
達
す
る
日

ま
で
取
得
で
き
ま
す
。

部
分
休
業
…
３
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
場
合
に
1
日

2
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
で
取
得
で
き
ま
す
。

１
．職
員
の
任
免
お
よ
び
職
員
数

（
1）
職
員
の
任
免
状
況（
平
成
20
 年
度
中
　
医
療
職
含
む
）

採
用
者
数
…
29
人
　
退
職
者
数
…
62
人

（
2）
職
員
数
の
状
況

ア
　
部
門
別
職
員
数
の
状
況

４
．職
員
の
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分

（
1）
分
限
処
分

職
員
の
勤
務
実
績
が
良
く
な
い
、
そ
の
職
に
必
要
な
適
正
を

欠
く
な
ど
の
場
合
に
行
わ
れ
る
処
分
で
、免
職
・
休
職
・
降
任
・

降
給
が
あ
り
ま
す
。

（
2）
懲
戒
処
分

職
員
が
職
務
上
の
義
務
違
反
や
公
務
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く

な
い
非
行
を
行
っ
た
場
合
に
行
わ
れ
る
処
分
で
、
免
職
・
停

職
・
減
給
・
戒
告
が
あ
り
ま
す
。

イ
　
年
齢
別
職
員
構
成
の
状
況（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

合
計
…
72
8
人

ウ
　
定
員
管
理
の
数
値
目
標
お
よ
び
進
捗
状
況

ア
　
平
成
17
年
4
月
1
日
～
平
成
22
年
4
月
1
日
に

お
け
る
定
員
管
理
の
数
値
目
標

イ
　
定
員
管
理
の
数
値
目
標
の
年
次
別
進
捗
状
況
（
実

績
）の
概
要

５
．職
員
の
服
務

営
利
企
業
等
の
従
事
状
況

職
員
が
営
利
企
業
等
に
従
事
す
る
こ
と
は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

消
防
団
な
ど
の
活
動
に
は
許
可
を
得
て
従
事
さ
せ
て
い
ま
す
。

６
．職
員
の
研
修
お
よ
び
勤
務
成
績
の
評
定

（
1）
研
修
の
実
施
状
況（
主
な
も
の
）

ア
　
一
般
研
修
　
　
6
種
　
受
講
者
数
58
人

イ
　
特
別
研
修

ア
　
専
門
研
修
　
3
種
　
受
講
者
数
48
人

イ
　
教
養
研
修
　
1
種
　
受
講
者
数
48
人

ウ
　
派
遣
研
修
　
8
種
　
受
講
者
数
55
人

エ
　
自
主
研
修
　
   
　
　
受
講
者
数
   
2
人

（
2）
勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

勤
務
成
績
の
評
定
に
つ
い
て
は
制
度
の
確
立
・
運
用
に
向
け

て
準
備
し
て
い
ま
す
。

７
．職
員
の
福
祉
お
よ
び
利
益
の
保
護

（
1）
 職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
対
策

毎
年
、
定
期
健
康
診
断
を
実
施
し
、
職
員
の
健
康
の
保
持
増

進
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
2）
職
員
厚
生
会
に
対
す
る
助
成
の
状
況

８
．公
平
委
員
会
の
業
務

（
1）
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
の
状
況

平
成
20
年
度
に
お
い
て
、措
置
要
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
2）
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立
て
の
状
況

平
成
20
年
度
に
お
い
て
、不
服
申
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
各
年
4
月
1
日
現
在

※
計
画
期
間
は
平
成
17
～
22
年
の
５
年
間
で
す
。

※
普
通
会
計
部
門
に
お
け
る
人
口
10
,0
00
人
あ
た
り
職
員
数
70
.0
0

人（
類
似
団
体
の
人
口
10
,0
00
人
当
た
り
職
員
数
82
.1
8
人
）

区
分

部
門

合
計

教
育

　
小
　
計
　

病
院

水
道

下
水

道
そ
の

他
　
小
　
計
　

議
会

総
務

税
務

民
生

衛
生

労
働

農
林
水
産

商
工

土
木

　
計
　

職
員

数
対
前
年

増
減
数

Ｈ
20
5

10
0 37 61 52 2 33 8 40 33
8
11
0

44
8

19
5 37 10 38 28
0

72
8

Ｈ
19
6

10
7 38 64 52 2 33 8 40 35
0
11
2

46
2

19
0 37 10 34 27
1

73
3

-1 -7 -1 -3 0 0 0 0 0
-1
2 -2 -1
4 5 0 0 4 9 -5

普 通 会 計 部 門

一 般 行 政 部 門

公 営 企 業 等 会 計 部 門

職
員
数

区
分

1
人

20
歳

未
満

12
人

20
～

23
歳

40
人

24
～

27
歳

８
2人28
～

31
歳

80
人

32
～

35
歳

81
人

36
～

39
歳

職
員
数

区
分

65
人

40
～

43
歳

62
人

44
～

47
歳

91
人

48
～

51
歳

92
人

52
～

55
歳

11
1
人

56
～

59
歳

11
人

60
歳

以
上

78
6
人

平
成
17
年
４
月
１
日

職
員
数

72
5
人

平
成
22
年
４
月
１
日

職
員
数

61
人

純
減
数

7.7
%

純
減
率

区
分

部
門

職
員
数

増
減
（
累
計
）

職
員
数

増
減
（
累
計
）

職
員
数

増
減
（
累
計
）

職
員
数

増
減
（
累
計
）

33
4
-5
5
11
1 -6

28
0 0

72
5
-6
1

一
般
行
政

教
育

公
営
企
業

等
会
計

　
計
　

38
9 － 11
7 － 28
0 － 78
6 －

H1
7
年

計
画
始
期

37
5
-1
4
11
7 0

27
8 -2

77
0
-1
6

H1
8
年

１
年
目

35
0
-2
5
11
2 -5

27
1 -7

73
3
-3
7

H1
9
年

2
年
目

33
8
-1
2
11
0 -2

28
0 9

72
8 -5

H2
0
年

３
年
目
数
値
目
標

（
参
考
）

（
2）
職
員
給
与
費
の
状
況（
平
成
20
年
度
普
通
会
計
決
算
）

職
員
数

Ａ

44
7人

1,7
77,
995
千円

241
,56
9千
円

72
6,7
23
千
円

2,7
46,
287
千円

6,1
44
千
円

１
人
当
た
り

給
与
費

（
Ｂ
/Ａ
）

２
．職
員
の
給
与

（
1）
人
件
費
の
状
況（
平
成
20
年
度
普
通
会
計
決
算
）

（
6）
一
般
行
政
職
の
級
別
職
員
数
等
の
状
況

（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

住民
基本

台帳
人口

（平
成
20
年度

末
)

63
,5
38
人

歳
出
額
Ａ

20
,82
1,7
57
千円

実
質
収
支

1,0
04
,13
9千
円

人
件
費
Ｂ

4,4
67,
73
7千
円

人
件
費
率

（
Ｂ
/Ａ
）

21
.5
%

※
平
成
19
年
度
の
人
件
費
率
21
.2
％

給
与

費

給
料
職
員
手
当
期

末
・

勤
勉
手
当
計
　
Ｂ

※
職
員
手
当
に
は
、退
職
手
当
を
含
み
ま
せ
ん
。

（
3）
職
員
の
平
均
年
齢
、
平
均
給
料
月
額
お
よ
び
平
均
給
与
月
額

の
状
況（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

区
分

群
馬

県
　

国
　

安
中

市
（
技
能
労
務
職
）

安
中

市
（
一
般
行
政
職
）

平
均
年
齢

43
.8
歳

41
.1
歳

44
.5
歳

49
.6
歳

平
均
給
料
月
額

35
8,
20
4
円

32
5,
11
3
円

34
4,
20
0
円

28
9,
90
0
円

平
均
給
与
月
額

43
4,
30
5
円

－

39
5,
40
0
円

31
4,
60
0
円

（
4）
職
員
の
初
任
給
の
状
況（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

区
分 大
学
卒

高
校
卒

高
校
卒

安
中
市

17
2,
20
0
円

14
0,
10
0
円

14
0,
10
0
円

群
馬
県

17
7,3
00
円

14
3,
40
0
円

13
9,
00
0
円

　
国
　

17
2,
20
0
円

14
0,
10
0
円

－

一
般
行
政
職

技
能
労
務
職

区
分 大
学
卒

高
校
卒

高
校
卒

経
験
年
数
7年

以
上１
０
年
未
満

23
8,
90
0
円

－ －

経
験
年
数
10
年

以
上１
5年
未
満

28
5,
50
0
円

25
4,
80
0
円

20
7,7
00
円

経
験
年
数
15
年

以
上
20
年
未
満

33
2,
40
0
円

30
4,
90
0
円

23
7,7
00
円

一
般
行
政
職

技
能
労
務
職

（
5）
職
員
の
経
験
年
数
別
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額
の
状
況

 　
（
平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
）

区
分

標
準
的
な
職
務
内
容

構
成
比

職
員
数

７
級
６
級
５
級
４
級
３
級
２
級
１
級

部
長
参
事
課
長
・
主
幹

課
長
補
佐
・
係
長
・
主
査

主
査
・
主
任

主
事
・
技
師

主
事
補
・
技
師
補

2.
7%
4.
6%

12
.1
%

34
.0
%

29
.0
%

14
.2
%

3.
5%

10
人

17
人

45
人

12
7人

10
8人 53
人

13
人

（
7）
職
員
手
当
の
状
況

ア
　
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）

期
末
手
当
…
年
間
3.
00
カ
月

勤
勉
手
当
…
年
間
1.
50
カ
月

※
職
制
上
の
段
階
・
職
務
の
等
級
に
よ
り
役
職
加
算
が
5
～

15
％
あ
り
ま
す
。

イ
　
退
職
手
当（
平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
）

勤
続
35
年
…
自
己
都
合
退
職
：
47
.5
月
分

　
　
　
　
　
  勧
奨
・
定
年
退
職
：
59
.2
8
月
分

※
定
年
前
早
期
退
職
特
例
措
置（
3
～
30
％
加
算
）

※
退
職
時
特
別
昇
給
は
あ
り
ま
せ
ん

ウ
　
特
殊
勤
務
手
当（
平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
）

税
務
手
当
・
社
会
福
祉
業
務
手
当
・
火
葬
業
務
手
当
・

夜
間
看
護
手
当
・
拘
束
手
当
な
ど
17
手
当

エ
　
時
間
外
勤
務
手
当（
水
道
・
病
院
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
除
く
）

支
給
実
績
…
47
,1
95
千
円

職
員
１
人
当
た
り
平
均
支
給
額（
20
年
度
決
算
）…
95
千
円

オ
　
そ
の
他
手
当（
平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
）

扶
養
手
当
・
住
居
手
当
・
通
勤
手
当
・
管
理
職
手
当

採
用
試
験
の
実
施
状
況

中
級
試
験（
H
21
.4
.1
 採
用
）

初
級
試
験（
H
21
.4
.1
 採
用
）

申
込
者
数

93
人

13
人

合
格
者
数

18
人

  2
人

項
　
　
　
　
目

①
　
職
員
厚
生
会
に
対
す
る
助
成
金
額

②
　
会
員
に
よ
る
掛
金
の
額

③
　
公
費
負
担
率
：
①
/（
①
+
②
）

④
　
会
員
1人
あた
りの
補
助
金
額
：①
/会
員
数（
73
9人
）

金
額
な
ど

5,4
21
千
円

14
,0
60
千
円

27
.8％

7,3
35
円
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

　

今
回
、
世
界
的
に
流
行
し
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ブ
タ
由
来
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
ィ
ル
ス
が
、
人
か
ら
人
に
感
染
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
多
く
の
点
で
季
節
性
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
似
て
い
ま
す
。
症
状
の
多
く
は
38
度
以
上
の
発
熱
や
咳
、
の
ど
の
痛

み
な
ど
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
免
疫
を
も
っ
て
い
な
い
た
め
、
人
か
ら
人
へ
感
染
が
広

ま
っ
て
い
ま
す
。

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
経
路
と
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
従
来
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
様
の
感
染
経
路
で
す
。

ウ
ィ
ル
ス
は
感
染
し
て
い
る
人
の
「
せ
き
」
や
「
く
し
ゃ
み
」
の
し
ぶ
き
に
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
近
く
に
い
る
人
が
そ
の
し
ぶ
き
を
吸
い
込
む
飛
沫
感
染
と
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
る
人
の
「
せ
き
」
や
「
く
し
ゃ
み
」
の
し
ぶ
き
が
つ
い
た
と
こ
ろ
を
手
で
触
っ
て
、

そ
の
手
で
鼻
や
口
な
ど
を
触
っ
た
と
き
に
粘
膜
か
ら
感
染
す
る
接
触
感
染
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
こ
ま
め
に
手
洗
い
・
う
が
い
を
行
う
こ
と
や
、
マ
ス
ク
を
着
用

す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
重
要
で
す
。
部
屋
の
湿
度
を
高
め
に
保
っ
た
り
、
マ
ス
ク
無
し
で

咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
口
と
鼻
を
覆
い
、
顔
を
そ

む
け
る
な
ど
と
い
っ
た
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
も
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

慢
性
疾
患
が
あ
る
人
や
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
妊
娠
中
の
人
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
す
る
と
重
症
に
な
り
や
す
い
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
感

染
を
防
ぐ
た
め
の
習
慣
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
人

は
感
染
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
も
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

重
症
化
し
や
す
い
人
は
特
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

児
童
虐
待
と
は
保
護
者
が
子
ど
も
の
心
や
身
体
を
傷
つ
け
る
行
為
で
す
。
大
き
く
次
の

４
つ
に
分
類
で
き
ま
す

・
身
体
的
虐
待
：
殴
る
、
蹴
る
、
床
に
落
と
す
、
た
ば
こ
の
火
を
押
し
付
け
る
、
異
物
を
飲

み
込
ま
せ
る
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
放
棄
・
怠
慢
）：
食
事
や
風
呂
の
世
話
が
不
十
分
、
必
要
な
医
療

を
受
け
さ
せ
な
い
な
ど

・
心
理
的
虐
待
：
ひ
ど
い
言
葉
で
お
び
え
さ
せ
る
。
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
の
著
し
い
差
別

的
扱
い
や
子
ど
も
の
目
の
前
で
の
Ｄ
Ｖ
な
ど

・
性
的
虐
待
：
性
的
な
い
た
ず
ら
、
性
行
為
を
強
い
る
、
性
的
な
も
の
を
見
せ
る
な
ど

　

保
護
者
が
「
し
つ
け
」
と
言
っ
て
も
子
ど
も
が
耐
え
が
た
い
苦
痛
を
感
じ
る
こ
と
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
で
す
。
虐
待
は
家
庭
内
の
し
つ
け
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
子
ど
も

の
心
身
の
成
長
と
人
格
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
で
あ
っ
て
も
暴
行
罪
、
傷
害
罪
、
保
護
責
任
者
遺
棄
罪
、
強
制
わ
い
せ

つ
罪
な
ど
に
問
わ
れ
ま
す
。

　

虐
待
を
す
る
保
護
者
も
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
虐
待
を
す
る
保
護
者
は
、
育
児
へ
の
不
安
、

家
族
の
不
和
、
病
気
、
経
済
苦
、
地
域
か
ら
の
孤
立
な
ど
様
々
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
い
ま
す
。

　

心
配
な
親
子
を
見
つ
け
た
ら
、
市
役
所
、
高
崎
保
健
福
祉
事
務
所
、
西
部
児
童
相
談
所

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
親
子
の
様
子
を
確
認
し
、
適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
可
能
な
ら
、
一
人
の
隣
人
と
し
て
「
心
配
し
て
い
る
よ
」
と
親
子
に
温
か
く
声

を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
▼

市
役
所
本
庁
子
ど
も
課
・
支
所
保
健
福
祉
課
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

高
崎
保
健
福
祉
事
務
所
（
☎
３
２
２

－

３
１
３
０
）

西
部
児
童
相
談
所
（
☎
３
２
２

－

２
４
９
８
）

　

市
・
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
碓
氷
安
中
市
医
師
会
で
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
関
す
る
市
民
健
康
公
開
講
座
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
24
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
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平
成
21
年
第
３
回
安
中
市
議
会
定
例
会
報
告

　

９
月
７
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
22
日
間
の
日
程
で
平
成
21
年
第
３
回
安
中
市
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
20
年
度
の
各
予
算
の
決
算
認
定
な
ど
、
23
議
案
を
市
長
が
提
出

し
ま
し
た
。

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
安
中
市
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
全
部
改
正
）

○
安
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
群
馬
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み
の
湯
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
21
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
21
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　

警
察
の
各
種
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
ま
で
は
犯
罪
の
被
害
者
や
そ
の
家
族
な
ど
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
や
名
誉
、
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
内
閣
府
が
決
定
し
た
「
犯
罪
被
害
者

週
間
」
で
す
。

　

警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
た
人
や
色
々
な
悩
み
ご
と
を
抱
え
る
人
か
ら
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
の
内
容
は
、
被
害
の
届
出
や
事
件
の
手
続
き
に

つ
い
て
の
疑
問
を
は
じ
め
、
困
り
ご
と
な
ど
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
も
結

構
で
す
。
女
性
に
は
ご
希
望
に
応
じ
て
女
性
警
察
官
や
女
性
職
員
が
お
話
を
う
か
が

い
ま
す
。

　

群
馬
県
警
察
本
部
の
相
談
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
警
察
署
や
駐
在
所
で
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、県
公
安
委
員
会
か
ら
犯
罪
被
害
者
等
早
期
支
援
団
体
の
指
定
を
受
け
た「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま
」
で
も
犯
罪
の
被
害
者
や
そ
の

関
係
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
先
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま
（
☎
０
２
７

－

２

４
３

－
９
９
９
１　

月
〜
金
曜　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

問
合
せ
▼
安
中
警
察
署
（
☎
３
８
１

－

０
１
１
０
）

松
井
田
警
察
署
（
☎
３
９
３

－

０
１
１
０
）

相　
　

談　
　

名

警

察

安

全

相

談

性
犯
罪
被
害
者
相
談

犯
罪
被
害
者
相
談

少
年
の
悩
み
相
談

暴
力
団
犯
罪
な
ど
の
相
談

電　

話　

番　

号

（
☎
０
２
７

－

２
２
４

－

８
０
８
０
）

（
☎
０
２
７

－

２
２
４

－

４
３
５
６
）

（
☎
０
２
７

－

２
２
１

－

７
７
７
７
）

（
☎
０
２
７

－

２
５
４

－

３
７
４
１
）

（
☎
０
２
７

－

２
２
３

－

９
３
８
６
）
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８
２
－
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平成
20
年度
安中
市
各
会
計
の
決
算
報
告 一 般 会 計一 般 会 計一 般 会 計一 般 会 計一 般 会 計

　 安 中 市 の 平 成 20 年 度 一 般

会 計 総 額 は 、 歳 入 が ２ １ ９ 億

４ ， ８ ８ ０ 万 ２ ， ６ ７ ６ 円 、 歳

出 が ２ ０ ７ 億 ７ ， ５ ３ ７ 万 １

２ ９ 円 で 、 歳 入 か ら 歳 出 を 差

し 引 い た 形 式 収 支 は 11 億 ７ ，

３ ４ ３ 万 ２ ， ５ ４ ７ 円 、 形 式

収 支 か ら 翌 年 度 へ の 繰 越 財

源 を 差 し 引 い た 実 質 収 支 は 、

10 億 ４ ９ 万 ２ ， ５ ４ ７ 円 で 、

黒 字 決 算 と な り ま し た 。

特 別特 別 会 計会 計特 別特 別 会 計会 計特 別 会 計

　 特 別 会 計 は 、 特 定 の 事 業

の た め に 一 般 会 計 と 切 り 離

し て 経 理 し て い る も の で 、

安 中 市 の 特 別 会 計 は 国 民 健

康 保 険 、 老 人 保 健 、 後 期 高

齢 者 医 療 、 介 護 保 険 、 下 水

道 事 業 、 健 康 増 進 施 設 恵 み

の 湯 事 業 の ６ つ の 特 別 会 計

で 構 成 さ れ て い ま す 。

　 平 成 20 年 度 の 特 別 会 計 総

額 は 、 歳 入 が １ ３ ３ 億 ９ ４

１ 万 ９ ， ４ ７ ２ 円 、 歳 出 が

１ ３ ０ 億 ７ ， １ ４ １ 万 ２ ，

１ ０ ２ 円 で 、 歳 入 歳 出 差 引

残 額 は ２ 億 ３ ， ８ ０ ０ 万 ７ ，

３ ７ ０ 円 の 黒 字 決 算 と な り

ま し た 。

　 各 特 別 会 計 の 歳 入 ・ 歳 出

額 は 次 の グ ラ フ の と お り で

す 。

問
合
せ

▼財
政
課（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
6億
4,
34
6万
5,
74
4円
は
、

当
年
度
分
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
2,
21
5万
8,
76
4円
、前
年

度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
2,
39
9万
13
5円
、当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
4億

6,
84
2万
3,
48
3円
お
よ
び
減
債
積
立
金
1億
2,
88
9万
3,
36
2円
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
1億
6,
61
1万
46
6円
は
、当
年
度
分
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
24
万
54
6円
お
よ
び
過
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
1億
6,
58
6万
9,
92
0円
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

収
益
的
収
入
及
び
支
出

資
本
的
収
入
及
び
支
出

収
益
的
収
入
及
び
支
出

営
業
収
益

営
業
外
収
益

特
別
利
益

水
道
事
業
収
益
合
計

企
業
債

他
会
計
出
資
金

他
会
計
負
担
金

固
定
資
産
売
却
代
金

工
事
負
担
金

国
庫
補
助
金

資
本
的
収
入
合
計

医
業
収
益

医
業
外
収
益

病
院
事
業
収
益
合
計

水
道
事
業
収
益

資
本
的
収
入

病
院
事
業
収
益

資
本
的
収
入
及
び
支
出

出
資
金

企
業
債

資
本
的
収
入
合
計

資
本
的
収
入

13
億
7,
55
6万
3,
36
0円

6,
03
7万
2,
81
6円

3,
85
8万
7,
06
2円

14
億
7,
45
2万
3,
23
8円

医
業
費
用

医
業
外
費
用

病
院
事
業
費
用
合
計

病
院
事
業
費
用

27
億
1,
62
6万
7,
45
8円

7,
12
0万
2,
12
6円
 

27
億
8,
74
6万
9,
58
4円

営
業
費
用

営
業
外
費
用

特
別
損
失

水
道
事
業
費
用
合
計

水
道
事
業
費
用

10
億
7,
75
5万
4,
19
3円

1億
9,
13
4万
6,
52
6円

48
万
5,
21
0円

12
億
6,
93
8万
5,
92
9円

3億
5,
00
0万
円

6,
10
7万
8,
24
3円

38
6万
4,
00
0円

3万
5,
00
0円

2,
89
4万
9,
85
0円

3,
18
1万
4,
00
0円

4億
7,
57
4万
1,
09
3円

24
億
8,
03
5万
9,
67
0円

1億
4,
74
7万
1,
55
1円

26
億
2,
78
3万
1,
22
1円

建
設
改
良
費

企
業
債
償
還
金

資
本
的
支
出
合
計

資
本
的
支
出

4億
8,
91
3万
5,
23
9円

6億
3,
00
7万
1,
59
8円

11
億
1,
92
0万
6,
83
7円

2億
8,
00
3万
5,
53
6円

1億
19
0万
円

3億
8,
19
3万
5,
53
6円

建
設
改
良
費

企
業
債
償
還
金

資
本
的
支
出
合
計

資
本
的
支
出

1億
1,
21
7万
9,
95
0円

4億
3,
58
6万
6,
05
2円

5億
4,
80
4万
6,
00
2円

水
　
道
　
事
　
業

病
院
事
業

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

歳
出

207
億7
,53
7万
129
円

民
生
費

29
.4
6％

61億
2,0
56万

7,7
80
円

公
債
費

15
.7
7％

32
億7
,70
0万
7,7
39
円

総
務
費

13
.4
2％

27億
8,8
15万

8,0
42
円

教
育
費

10
.7
3％

22
億2
,93
8万
4,0
51円

土
木
費

9.
33
％

19億
3,7
26万

1,5
37円

衛
生
費

8.
99
％

18億
6,8
29万

8,9
89
円

消
防
費

4.
14
％

8億
6,0
76万

7,3
12円農
林
水
産
業
費

3.
51
％

7億
3,0
03万

8,5
47円

商
工
費

2.
62
％

5億
4,4
00
万8
,22
0円

議
会
費

1.
24
％

2億
5,6
62万

2,3
02円

そ
の
他

0.
79
％

1億
6,32
5万
5,61
0円

歳
入

219
億4
,88
0万
2,6
76円

市
税

52
.19
％

114
億5
,57
3万
4,6
91円

繰
入
金

7.9
8％

17億
5,1
70万

8,3
10円

国
庫
支
出
金

6.
65
％

14億
6,0
31万
3,6
56
円

地
方
交
付
税

6.
58
%

14億
4,3
41万
1,0
00
円

市
債
5.
45
％

11億
9,5
60万

円

県
支
出
金

5.
34
％

11億
7,2
94万

4,8
73円

繰
越
金

3.
11
％

6億
8,3
17万

5,2
84
円

地方
消費

税交
付金

2.
39
％

5億
2,4
68
万7
,00
0円

諸
収
入

2.
32
％

5億
978
万3
,15
8円

地
方
譲
与
税

1.
87
％

4億
99
8万
5,0
00
円

そ
の
他

6.
11
％

13億
3,7
45万

9,7
04
円

歳
入
・
歳
出
　
用
語
の
解
説

市
　
　
　
税
…
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税

な
ど

民
　
生
　
費
…
福
祉
の
充
実
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
経

費
で
す

公
　
債
　
費
…
市
債
の
元
金
・
利
子
や
一
時
借
入
金
の

利
子
を
支
払
う
た
め
の
経
費
で
す

0
10
億

20
億

30
億

40
億

50
億

60
億

70
億

恵
み
の
湯

下
水
道

介
護
保
険

老
人
保
健

国
民
健
康
保
険

歳
入
歳
出

歳
入
　
65
億
8,
60
9万
3,
65
7円

歳
出
　
65
億
50
8万
1,
19
4円

歳
入
　
6億
1,
31
9万
3,
25
9円

歳
出
　
5億
9,
21
3万
2,
67
1円

後
　
　
期

高
齢
者
医
療

歳
入
　
5億
7,
19
4万
8,
09
8円

歳
出
　
5億
6,
81
0万
2,
62
5円

歳
入
　
40
億
4,
05
0万
5,
43
2円

歳
出
　
39
億
3,
46
4万
5,
87
1円

歳
入
　
12
億
9,
47
2万
3,
73
6円

歳
出
　
12
億
7,
21
4万
1,
21
0円

歳
入
　
2億
29
5万
5,
29
0円

歳
出
　
1億
9,
93
0万
8,
53
1円

事
業
費
用

事
業
外
費
用

総
事
業
費
用
合
計

総
事
業
費
用

4,
40
8万
6,
81
5円

2,
60
7円

4,
40
8万
9,
42
2円

収
益
的
収
入
及
び
支
出

事
業
収
益

事
業
外
収
益

総
事
業
収
益
合
計

総
事
業
収
益

4,
51
3万
8,
45
2円

12
万
2,
21
0円

4,
52
6万
66
2円

比
率

早
期
健
全
化
基
準

財
政
再
生
基
準

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

－ －
13
.5

62
.2

12
.7
8

17
.7
8

25
.0
0

35
0.
00

20
.0
0

40
.0
0

35
.0
0

※
実
質
赤
字
比
率
お
よ
び
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
赤
字
額
が
算
出
さ
れ
な
い
た
め「
－
」で
表
示
し
ま
し
た

資
金
不
足
比
率

特
別
会
計
の
名
称

水
道
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

－ － － －
※
全
て
の
会
計
で
資
金
不
足
が
算
出
さ
れ
な
い
た
め
、資
金
不
足
比
率
は「
－
」で
表
示
し
まし
た

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
下
記
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

○
健
全
化
判
断
比
率
（
単
位
：
％
）

○
資
金
不
足
比
率
（
単
位
：
％
）



１２
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
９
年
１１
月
号

市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

１３

振 り 込 め 詐 欺 に ご 注 意 く だ さ い

〈 最 近 の だ ま し の 新 手 口 〉

○　 警 察 官 、 銀 行 協 会 な ど の 職 員 を か た り 、 「 あ な た の キ ャ ッ シ ュ カ ー ド 、 通

帳 を 確 認 す る 必 要 が あ り ま す の で 、 受 け 取 り に 行 き ま す 。 」 な ど と 電 話 し 、

皆 さ ん の 自 宅 へ 行 き 、 キ ャ ッ シ ュ カ ー ド な ど を だ ま し 取 り 、 現 金 を 引 き 出 す 。

○　 銀 行 の 顧 客 管 理 セ ン タ ー な ど の 職 員 を か た り 、 「 あ な た の キ ャ ッ シ ュ カ ー

ド が 使 え な く な っ た 。 」 「 キ ャ ッ シ ュ カ ー ド を 作 り か え る 必 要 が あ る 。 」 旨 の

ウ ソ の 電 話 を し た 後 、 「 変 更 届 」 の 書 類 を 郵 送 し 、 暗 証 番 号 な ど を 記 入 さ せ

キ ャ ッ シ ュ カ ー ド と と も に 返 送 さ せ 、 現 金 を 引 き 出 す 。

〈 防 犯 の 心 得 〉

〈 こ ん な 詐 欺 に も ご 注 意 く だ さ い 〉

・ 銀 行 協 会 な ど の 職 員 が キ ャ ッ シ ュ カ ー ド ・ 通 帳 を 預 か る こ と は あ り ま せ ん !!

・ 郵 送 や 訪 問 に よ り 、 キ ャ ッ シ ュ カ ー ド を 回 収 す る こ と は あ り ま せ ん !!

・ キ ャ ッ シ ュ カ ー ド の 暗 証 番 号 は 他 人 に 教 え て は い け ま せ ん !!

詐 欺 の 種 類 防 犯 の 心 得

家 族 へ の 愛 情 に つ け 込 む

「 オ レ オ レ 詐 欺 」

郵 便 や メ ー ル で だ ま す

「 架 空 請 求 詐 欺 」

人 の 弱 み に つ け 込 む

「 融 資 保 証 金 詐 欺 」

税 金 な ど の 払 い 戻 し が あ る と 誘 う 

「 還 付 金 等 詐 欺 」

⬇
⬇

⬇
⬇

家 族 し か 知 ら な い 合 言 葉 を 決 め て 、 本

当 の 息 子 ・ 孫 か を 確 認 し ま し ょ う 。

身 に 覚 え が な い 話 は 無 視 し 、 疑 問 が あ っ た

ら 事 実 を 確 認 し 、 警 察 に 相 談 し ま し ょ う 。

う ま い 話 に は 十 分 に 注 意 し 、 家 族 や 警

察 に 相 談 し ま し ょ う 。

公 的 な 機 関 が 電 話 で 還 付 金 の 連 絡 を す

る こ と は あ り ま せ ん 。

振 り 込 む 前 に 、 電 話 で 相 談 を !!

振 り 込 め 詐 欺 被 害 防 止 ホ ッ ト ラ イ ン （ 24 時 間 受 付 ）

（ ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ４

－

５ ４ ５ ４ ）

ケ
ー
タ
イ
・
ネ
ッ
ト
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
!!

　「
出
会
い
系
サ
イ
ト
規
制
法
（
※
１
）」
に
よ
り
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
に
関
係
し
た
犯
罪
被
害
が
減
少
す
る
一
方
、
プ
ロ

フ
や
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
等
を
利
用
し
て
の
犯
罪
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
「
有
害
サ
イ
ト
規
制
法
（
※
２
）」
が
施
行
さ
れ
、
保
護
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
保
護
す
る
青
少

年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
を
適
切
に
管
理
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ん
は
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
も
た
ら
す
危
険
性
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
、
子
ど
も
が
有
害

情
報
の
悪
影
響
に
よ
り
犯
罪
の
被
害
等
を
受
け
な
い
よ
う
注
意
す
る
と
と
も
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
。
周
り
の
大
人
は
、
青
少
年
に
何
が
良
く
て
何
が
い
け
な
い
の
か
を
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

※
１
：「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
異
性
紹
介
事
業
を
利
用
し
て
児
童
を
誘
引
す
る
行
為
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」

　
　
　
平
成
15
年
９
月
施
行
、
同
法
の
改
正
：
平
成
20
年
12
月
施
行

※
２
：「
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」

　
　
　
平
成
21
年
４
月
１
日
施
行

　
家
族
で
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
危
険
な
サ
イ
ト
が
あ
る
こ
と
を
話
し
合
い
、
安
全
に
使
う
た
め
次
の
よ

う
な
「
我
が
家
の
ル
ー
ル
」
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 ②
　
個
人
情
報
は
絶
対
に
教
え
な
い

④
　
他
人
を
傷
つ
け
た
り
、
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
書
き
込
ま
な
い

⑥
　
ネ
チ
ケ
ッ
ト
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
と
き
の
ル
ー
ル

や
マ
ナ
ー
）
を
学
習
す
る

⑧
　
料
金
の
上
限
を
決
め
る

⑩
　
自
分
の
部
屋
で
は
使
わ
な
い

①
　
必
ず
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
す
る

③
　
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た
人
と
は
会
わ
な
い

⑤
　
学
校
の
ル
ー
ル
に
従
う

⑦
　
約
束
を
破
っ
た
ら
使
用
禁
止
に
す
る

⑨
　
利
用
す
る
時
間
を
決
め
る

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

子
ど
も
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
!!

高 齢 者 の 皆 さ ん へ

道 路 を 横 断 す る と き は 必 ず 止 ま っ て 、

左 右 を よ く 見 て 安 全 を 確 認 し ま し ょ う

　 い つ も 使 っ て い る 道 路 で は 自 然 と 注 意 が 散 漫 に な り が ち で す 。 慣 れ た 道 路

ほ ど 危 険 が 潜 ん で い ま す 。 道 路 を 渡 る と き や 一 時 停 止 ・ 見 通 し の 悪 い 交 差 点

を 通 過 す る と き は 必 ず 止 ま っ て 安 全 を 確 認 し て く だ さ い 。 特 に 次 の こ と に 注

意 し ま し ょ う 。

歩 い て い る と き… 「 自 分 の 歩 行 速 度 」 と 「 車 両 の 進 行 速 度 （ 自 分 と

の 距 離 ） 」 を し っ か り 意 識 し ま し ょ う

自 転 車 に 乗 っ て い る と き… 「 し っ か り 止 ま る 」 こ と を 意 識 し ま し ょ う

　 ま た 、 秋 か ら 冬 に か け て は 、 夕 暮 れ 時 か ら 夜 間 の 交 通 死 亡 事 故 が 多 発 す る

傾 向 に あ り ま す 。 そ の た め 、 群 馬 県 警 で は ９ 月 か ら 12 月 ま で の 間 「 夕 暮 れ 時

の 早 め の ラ イ ト 点 灯 ・ 反 射 材 活 用 促 進 運 動 」 を 実 施 し て い ま す 。

　 夕 暮 れ 時 に は 運 転 者 の 皆 さ ん は 早 め に ラ イ ト を 点 灯 し 、 事 故 を 起 こ さ な い

よ う に し ま し ょ う 。 歩 行 者 や 自 転 車 に 乗 車 す る 人 は 、 反 射 材 や 明 る く 目 立 つ

服 装 を 身 に 付 け 、 事 故 に 遭 わ な い よ う 気 を 付 け ま し ょ う 。

見 え る 距 離 は こ ん な に 違 い ま す

運 転 者 の 皆 さ ん は 「 お も い や り 運 転 」 で 事 故 を 防 ぎ ま し ょ う

運 転 者 か ら 見 え る 距 離

約 30 メ ー ト ル

約 50 メ ー ト ル

約 １ ２ ０ メ ー ト ル

服 装 の 種 類

黒 っ ぽ い 服 装

明 る い 服 装

明 る い 服 装　 ＋　 反 射 材

連 絡 先 ▼

群 馬 県 警 察 本 部 （ ☎ ０ ２ ７

－

２ ４ ３

－

０ １ １ ０ ）

安 中 警 察 署 （ ☎ ３ ８ １

－

０ １ １ ０ ）

松 井 田 警 察 署 （ ☎ ３ ９ ３

－

０ １ １ ０ ）

ま た は 近 く の 駐 在 所 へ○
１
人
に
な
ら
な
い

　
外
で
は
な
る
べ
く
友
達
と
一
緒
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

１
人
の
と
き
は
周
囲
に
気
を
配
り
、
人
家
の
あ
る
明
る
い

と
こ
ろ
を
選
ん
で
行
動
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
と
「
我
が
家
の
ル
ー
ル
」
を
作
り
ま
し
ょ
う

○
外
出
先
を
親
に
言
う

　
外
出
す
る
と
き
は
、
誰
と
ど
こ
に
行
く
か
、
何
時
ご
ろ
に

帰
る
か
な
ど
を
家
族
に
伝
え
て
か
ら
出
か
け
る
よ
う
に
繰
り

返
し
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

○
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か
な
い

　
声
を
か
け
ら
れ
た
ら
、
大
人
が
手
を
伸
ば
し
て
も
届
か

な
い
距
離
を
保
つ
こ
と
や
、
知
っ
て
い
る
人
で
も
「
お
家

の
人
に
聞
い
て
か
ら
」
と
言
う
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ

○「
子
ど
も
安
全
協
力
の
家
」
の
確
認

　
子
ど
も
が
助
け
を
求
め
て
き
た
ら
、
警
察
へ
の
通
報
や

親
へ
の
連
絡
な
ど
の
対
応
を
し
て
く
れ
る
家
で
す
。
通
学

路
に
は
何
軒
か
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
親
子
で
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

親
子
で
通
学
路
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

○
危
険
箇
所
の
確
認

　
人
家
や
街
灯
の
少
な
い
と
こ
ろ
や
、
通
り
か
ら
死
角
に

な
る
と
こ
ろ
な
ど
、
大
人
か
ら
見
て
危
険
と
思
わ
れ
る
場

所
を
子
ど
も
と
一
緒
に
確
認
し
「
こ
こ
に
は
近
づ
か
な
い

で
ね
」
な
ど
と
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
危
険
な
と
き
は
大
声
で
叫
ぶ

　
万
一
、
知
ら
な
い
人
に
身
体
を
つ
か
ま
れ
る
な
ど
危
険
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ

さ
い
。
近
く
の
店
や
家
に
逃
げ
込
む
こ
と
も
教
え
ま
し
ょ
う
。

群
馬
県
警
か
ら
の
お
知
ら
せ

群
馬
県
警
か
ら
の
お
知
ら
せ
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11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
で
す

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
は
皆
さ
ん
に
公
的
年
金
制
度
に
つ
い
て
正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
11
月
を
「
ね

ん
き
ん
月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
に
身
近
で
大
切
な
国
民
年
金
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

　

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
高
齢
者
世
代
を
支
え
る
「
世
代
間
扶
養
」
の
し
く
み

に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
働
く
世
代
が
負
担
す
る
保
険
料
が
高
齢
者

の
収
入
（
年
金
給
付
）
に
な
る
の
で
す
。

　

世
代
間
扶
養
の
し
く
み
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
国
民
年
金
は
、
日
本
の
経
済
社

会
が
存
続
す
る
限
り
、
決
し
て
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
国
の
負
担
が
あ
る
の
で
、
納
め
た
保
険
料
を
上
回
る
年
金
が
保
障
さ
れ
ま
す

　

年
金
の
給
付
に
必
要
な
費
用
の
２
分
の
１
が
国
の
負
担
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
平
成
20
年
度
ま
で
は
３
分
の
１
）

○
長
い
老
後
を
支
え
る
安
心
の
終
身
保
障
で
す

　

国
民
年
金
は
、
生
涯
に
わ
た
り
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
国
民
年
金
は
、
不
測
の
事
態
に
も
備
え
ま
す

　

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
や
、
一
家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を
守
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
に
は
様
々
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
利
点
を
受
け
る
た

め
に
は
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
前
提
で
す
。

　

国
民
年
金
へ
の
加
入
と
保
険
料
の
納
付
は
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
高
崎
社
会
保
険
事
務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
年
10
月
か
ら
高
崎
社
会
保
険
事
務
所
の
国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の
一
部
が
「
株

式
会
社
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
委
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
人
へ
の
訪
問
や
電
話
に
よ
る
ご
案
内
な
ど
を
「
株
式

会
社
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
職
員
が
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
な
ど
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
振
り
込
め
詐
欺

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
高
崎
社
会
保
険
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
委
託
さ
れ
た

　

民
間
の
会
社
が
保
険
料
の
ご
案
内
を
し
ま
す

　

将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、
第
１
号
被
保
険
者
や
65
歳
に
な
る
ま

で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、
ご
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円
の

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合
に
は
、
定
額
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
付
加
年
金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　

年
金
額
＝
２
０
０
円×

付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用

し
て
い
る
人
は
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
付
加
年
金
の
加
入
を
希
望

す
る
人
は
本
庁
・
支
所
の
国
民
年
金
担
当
係
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

高
崎
社
会
保
険
事
務
所
（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）
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松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

１１月の催し物ガイド
ホール
「康友会」チャリティー発表会
1日（日）10:30 ～16:30　入場：無料
問合せ：康友会（☎381－2929）
第 19 回童謡フェスティバル
8日（日）13:30 ～16:30　入場：無料
県高校芸術祭演劇部門県大会
14日（土）・15日（日）　9:30 ～18:00　入場：無料
問合せ：県立伊勢崎清明高校（☎0270－25－5221）
安中市老人クラブ連合会福祉大会・講演会
27日（金）9:30 ～12:40　入場：無料
問合せ：松井田社協（☎393－3948）
青少年健全育成会市民のつどい
（記念公演白雪姫）
28日（土）14:00 ～17:00　入場：無料（要整理券）
問合せ：生涯学習課（☎382-1111）

学習室など
第 4回市民フェスティバル第 33回市民展
前期：12日（木）～15日（日）・後期：19日（木）～22日（日）
9:00 ～16:30　会場：文化センターなど
図書読み聞かせ
14日（土）14:00 ～15:00　入場：無料
会場：2F 和室

１１月の催し物ガイド
大ホール
劇団ふるさときゃらばん公演
「ミュージカル ホープ・ランド」
8（日）18：00 ～（開場 17：30）
主催：松井田町ふるさときゃらばんを観る会
入場：（全席自由）1,000 円
第 12回秋のコンサート「オペラ蝶々婦人」
21（土）18：00 ～（開場 17：30）
主催：松井田町音楽文化愛好会　
入場：指定席 3,500 円・自由席 2,500 円

小ホール
第 103 回個展「日本人百人の心象和歌展」
18 日（水）～ 22 日（日）10:00 ～ 17:00
（※18 日 13:30 ～・22 日～ 15:00）
主催：石澤久夫幽玄派美術館　入場：無料
押し花絵展示会
27 日（金）～ 29 日（日）10：00 ～ 18：00
（※29 日～ 16:00）
主催：笑美の会　入場：無料

ギャラリー
第 34回秋季展
20 日（金）～ 23 日（月）9:00 ～ 17:00（※23 日～ 15:30）
主催：松井田美術クラブ　入場：無料
きり絵展示会
27 日（金）～ 29 日（日）9:00 ～ 17:00（※29 日～ 15:00）
主催：松井田きり絵の会　入場：無料

●今月のピックアップ

エンリケ・クッティーニ楽団
タンゴ・エモーション 2009

●今月のピックアップ

費
用
▼
１
人
３
０
０
円

（
教
材
費
な
ど
）

持
ち
物
▼
麺
棒
（
も
し
く
は
ラ
ッ
プ

の
芯
）、三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
ノ
ー
ト

対
象
者
▼
小
中
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

申
込
み
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た

は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
受
付
開
始
10
月
30
日
）

　

自
宅
で
簡
単
に
お
そ
ば
が
作
れ
ま

す
。
大
き
な
板
も
技
術
も
必
要
な
く
、

後
片
付
け
も
楽
々
！
一
度
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

日
時
▼
12
月
５
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

調
理
実
習
室

定
員
▼
親
子
10
組
（
先
着
順
）

日
時
▼
11
月
27
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜

（
開
場　

午
後
６
時
）

場
所
▼

松
井
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

前
売
：
３
，
５
０
０
円

当
日
：
４
，
０
０
０
円

※

松
井
田
文
化
会
館
・
安
中
市
文
化

セ
ン
タ
ー
・
富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化

ホ
ー
ル
で
好
評
発
売
中

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、
当

日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

※

未
就
学
児
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

あ
ん
な
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
「
目
か
ら
う
ろ
こ
の
そ
ば
打
ち
教
室
！
」
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縄
文
耳
飾
り
作
り
講
座

写
仏
講
座

国
民
学
校
高
等
科
生
徒
の
工
場
動
員

学
習
の
森　

文
化
財
係

？ＦＡＸ問合せ ▼

安中市学習の森
３８２－７６２２
　３８２－７６２３
〒３７９－０１２３
安中市上間仁田９５１番地
furusato@des.city.annaka.gunma.jp 
http://www.city.annaka.gunma.jp/gakushuunomori/

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

卒
業
ま
で
動
員
が
続
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
新
２
年
生

が
終
戦
ま
で
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
原
市
国
民
学
校
は
、
製

糸
工
場
へ
の
動
員
だ
っ
た
た
め
高
等
科
２
年
の
女
子
生
徒

が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
横
山
せ
ん
訓
導
の
も
と
32
名

が
同
年
12
月
に
入
場
し
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
３
月
ま
で

動
員
さ
れ
、
月
に
23
日
の
出
勤
で
賞
与
を
含
め
33
円
と
一

般
の
女
工
員
の
初
任
給
ほ
ど
の
給
料
が
支
払
わ
れ
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
、
新
２
年
生
が
交
代
で
入
場
し
、
終
戦

後
の
10
月
ま
で
動
員
さ
れ
ま
し
た
。
磯
部
国
民
学
校
は
、

高
等
科
２
年
の
男
子
生
徒
38
名
が
、
11
月
に
信
越
化
学

磯
部
工
場
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
亜
鉛
工
場
と

同
じ
よ
う
に
各
工
程
に
分
か
れ
工
員
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
作
業
時
間
は
、
朝
８
時
か
ら
午

後
４
時
く
ら
い
ま
で
で
一
般
工
員
よ
り
若
干
短
か
っ
た
よ

う
で
す
。
一
応
朝
８
時
か
ら
１
時
間
は
授
業
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
先
生
が
来
な
い
事
が
多
く
、
そ

の
場
合
は
８
時
か
ら
作
業
に
入
り
ま
し
た
。動
員
期
間
は
、

３
月
末
ま
で
で
給
料
は
１
日
当
た
り
１
円
で
食
事
は
な
く

弁
当
持
参
で
し
た
。
信
越
化
学
で
は
昭
和
20
年
４
月
か
ら

新
２
年
生
が
動
員
さ
れ
た
と
い
う
証
言
は
得
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
原
材
料
不
足
の
た
め
、
高
等
科
生
徒
ま
で
は
動
員

し
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 平成 21年度「文化財愛護ポスター」

最優秀作品（敬称略）
保立　琳太郎（松井田小６年）

　

太
平
洋
戦
争
の
末
期
に
は
、
戦
局
の
悪
化
に
伴
い
労
働

力
と
物
資
の
根
こ
そ
ぎ
動
員
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
環

と
し
て
昭
和
19
年
８
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
旧
制
中
学
校
３

年
以
上
で
あ
っ
た
工
場
動
員
が
、
旧
制
中
学
校
１
、
２
年
生

と
国
民
学
校
高
等
科
の
児
童
生
徒
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
決
定
を
受
け
安
中
市
域
で
は
、
安
中
国
民
学
校
が
亜

鉛
工
場
（
現
在
の
東
邦
亜
鉛
安
中
製
錬
所
）、
原
市
国
民
学

校
が
、
碓
氷
社
（
当
時
日
本
蚕
糸
製
造
原
市
工
場
）、
磯
部

国
民
学
校
が
磯
部
工
場
（
現
在
の
信
越
化
学
磯
部
工
場
）

に
そ
れ
ぞ
れ
１
ク
ラ
ス
位
が
農
繁
期
終
了
後
（
12
月
前
後
）

に
動
員
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
実
際
に
動
員
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
証
言
に
よ
り
ま

す
と
、
亜
鉛
工
場
に
動
員
さ
れ
た
安
中
国
民
学
校
高
等
科

２
年
生
（
現
在
の
中
学
２
年
生
に
あ
た
る
）
の
男
子
生
徒

約
60
名
は
、
昭
和
19
年
11
月
に
金
田
・
飯
沼
訓
導
（
当
時
は

学
校
の
先
生
を
訓
導
と
呼
び
ま
し
た
）
と
共
に
亜
鉛
工
場

に
配
属
さ
れ
、
全
作
業
工
程
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
担
当
の

工
員
の
指
導
を
受
け
、
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
亜
鉛
工
場
で

は
、
供
出
さ
れ
た
寺
の
鐘
や
当
時
日
本
領
だ
っ
た
朝
鮮
か

ら
集
め
ら
れ
た
銅
製
の
祭
祀
用
具
な
ど
を
溶
か
し
て
銅
や

亜
鉛
の
精
錬
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
給
料
は
１
日
あ

た
り
１
円
ほ
ど
で
し
た
が
休
日
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
３
月
の

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．

　

縄
文
時
代
晩
期
に
は
芸
術
性
の
高
い
土
製
耳
飾
り
が
作
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
粘
土
・
砂
と
も
地
元
の
も
の
を
使
用
し
、
生
地
作

り
か
ら
野
焼
き
ま
で
行
い
、
本
格
的
な
縄
文
耳
飾
り
作
り
を
体
験

し
ま
す
。
最
終
日
に
は
縄
文
土
器
（
レ
プ
リ
カ
）
を
実
際
に
使
っ

て
縄
文
料
理
を
行
い
、
食
生
活
も
体
験
し
ま
す
。

講
師
▼
増
田　

修　

氏
（
元
桐
生
市
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財

係
長
）

日
時
▼
11
月
15
・
29
日
（
日
）、
12
月
５
・

26
日
（
土
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
▼
学
習
の
森
（
ふ
る
さ
と
学
習
館
）

対
象
▼
市
民
の
み
な
さ
ん

定
員
▼
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料
▼
１
，
０
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
11
月
５
日
（
木
）
か
ら

ふ
る
さ
と
学
習
館
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

色
彩
鮮
や
か
な
仏
画
を
描
く
こ
と
で
精
神
に
安
ら
ぎ
を

与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
講
座
で
す
。
お
手
本
と
な
る

原
画
を
写
す
の
で
、
初
心
者
で
も
き
れ
い
な
仏
さ
ま
の
画

像
を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
観
世
音
菩
薩
立
像

を
写
仏
し
ま
す
。
完
成
し
た
仏
画
は
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
し

ま
す
。

日
時
▼
11
月
14
・
28
日
（
土
）、
12
月
13
日
（
日
）、
１
月

16
・
30
日
（
土
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
▼
学
習
の
森
（
ふ
る
さ
と
学
習

館
）

講
師
▼
柴
山 

榮
子　

氏

対
象
▼
市
民
の
皆
さ
ん

定
員
▼
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料
▼
２
，
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
11
月
５
日
（
木
）

か
ら
ふ
る
さ
と
学
習
館
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
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タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「
生
涯
学
習
」
と
は
、

学
校
は
も
と
よ
り
、

社
会
の
中
で
、
生
涯

を
と
お
し
て
行
な
う

様
々
な
学
び
の
こ
と

で
す
。
生
涯
学
習
は
、
人
と
の

出
会
い
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る

「
学
び
合
い
の
活
動
」
で
あ
る

と
も
い
え
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯

学
習
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
よ
り
温

か
な
郷
土
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

生
涯
学
習
だ
よ
り
は
、
市
民

一
人
一
人
の
学
び
の
機
会
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、「
学

び
の
場
」「
出
合
い
の
場
」
を

お
知
ら
せ
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

平
成
20
年
度

人
権
作
品
集『
お
も
い
や
り
』か
ら

バ
リ
ア
フ
リ
ー松

井
田
南
中
学
校　

三
年　

青　

木　

祥　

子

　

あ
る
日
、
私
が
車
の
中
で
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
は
、
高
崎
の
あ
る
お
店
に
電
話
を
か
け
て
お
す
す
め

を
教
え
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。私
は
そ
れ
ま
で

ボ
ー
ッ
と
聞
き
流
し
て
い
た
の
で
す
が
、
お
店
の
人
が「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
。」と
言
っ
た
そ
の
時
ふ
と
、

　
「
高
崎
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
な
ん
だ
よ
な
あ…

」

と
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
人
権
週
間
が
あ
り
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る

高
橋
俊
一
郎
さ
ん
と
い
う
方
の
お
話
し
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
高
橋
さ
ん
が
「
高
崎
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
に
す
る
」
と
言
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ

の
時
は
高
崎
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
だ
と
言
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

で
し
た
。高
崎
に
行
っ
て
み
て
も
、
障
害
を
持
つ
人
に
と
っ
て
優
し
い
街
に

な
っ
て
い
る
な
ん
て
思
っ
て
み
た
こ
と
も
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。し
か
し
、

そ
の
ラ
ジ
オ
を
聞
い
た
こ
と
で
わ
か
り
ま
し
た
。お
店
が
自
慢
し
て
い
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
街
だ
っ
た
の
で
す
。

　

高
橋
さ
ん
の
お
話
は
お
も
し
ろ
く
、
と
て
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。何

で
足
が
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
病
院
で
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
、

ど
ん
な
思
い
を
し
て
い
た
の
か
。あ
る
い
は
、
鍵
の
か
か
っ
た
公
園
の
車
椅

子
用
ト
イ
レ
の
使
用
に
つ
い
て
高
崎
の
市
長
さ
ん
に
会
っ
て
改
善
を
お
願

い
し
た
こ
と
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て「
高
崎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」に
取

り
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
な
ど
も
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。自
分
の
つ
ら

い
経
験
を
生
か
し
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
障
害
を
負
っ
て
い
る
人
た
ち
の

た
め
に
住
み
や
す
い
街
を
つ
く
る
こ
と
は
、
そ
の
人
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
で
す
。素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

街
を
か
え
て
よ
り
住
み
よ
い
街
を
つ
く
る
。つ
く
る
の
は
、
私
た
ち
で

す
。体
の
不
自
由
な
人
た
ち
か
ら
話
を
聞
き
、
必
要
な
も
の
は
つ
く
り
、
改

善
が
必
要
な
と
こ
ろ
は
改
修
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。と
て
も
大
変

な
こ
と
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
街
だ
け
で
な
く
心
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
思

い
ま
す
。そ
う
や
っ
て
つ
く
り
上
げ
た
も
の
は
、
き
っ
と
街
の
自
慢
で
あ
り

誇
り
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ
▼

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係（

３
８
２

－

１
１
１
１
）

平成21年度安中市人権教育講演会のお知らせ
　市では、人権週間の始まりにあわせて、今年度は「高
齢者の人権」をテーマに『高齢者が安心して暮らす社
会づくり』と題して、ジャーナリストの江森陽弘さんを
講師に、人権教育講演会を開催します。皆さんの参加
をお待ちしています。

日時 ▼12月３日（木）  午後３時～４時50分
　　　（開場：２時30分）
場所 ▼安中市文化センター  ホール
内容 ▼講演会「高齢者が安心して暮らす社会づくり」
　　　講師：ジャーナリスト　江森陽弘　さん
定員 ▼先着８００人（入場無料）

講師紹介
　早稲田大学卒業後、朝日新聞社に入社。社会部次
長、編集委員などを務める。編集委員を務める傍ら、

「江 森 陽 弘モ ーニング
ショー」のキャスターを兼務。
現在、「地球こどもクラブ」
理事、法務省「人権啓発資
料展」審査員などを務める
ほか、各地での講演や執筆
活動を精力的にこなし幅広く
活躍している。

問合せ ▼生涯学習課生涯学習係（☎３８２－１１１１）
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で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

救
急
の
日
講
演
会

　
９
月
１
６
日
（
水
）「
救
急
の
日
講
演
会
」
が
松
井
田
文
化
会

館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。講
演
会
で
は
、
須
藤
病
院
の
玉
田

医
師
が
、
脳
の
疾
患
に
つ
い
て
の
講
演
を
し
た
後
、
安
中
消

防
署
松
井
田
分
署
の
隊
員
に
よ
る
心
肺
蘇
生
法
の
実
技
指

導
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
講
演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
真
剣
な

表
情
で
心
肺
蘇
生
法
の
実
習
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
９
月
２
３
日
（
水
）
に
辻
中
せ
ん
さ
ん
（
松
井
田
町
松
井
田
）

が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
ら
れ
、
お
祝
い
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

安
中
市
商
工
関
係
者
ゴ
ル
フ
大
会

　
９
月
２
７
日
（
日
）
に
ロ
ー
ズ
ベ
イ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

１
８
６
人
が
参
加
し
て
安
中
市
商
工
関
係
者
ゴ
ル
フ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
安
中
市
商
工
会
に
よ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
が
行

わ
れ
、
２
１
２
，
０
０
０
円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。こ
の
浄

財
は
災
害
時
用
の
基
金
に
預
け
ら
れ
、
災
害
が
起
き
た
と
き

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
り

　
９
月
２
０
日
（
日
）
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
第
９
回
福
祉

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
と
安
中
市
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
各
種
表
彰
状
・
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
保
育
園
児
に
よ
る
発
表
や
、
各
種
模
擬
店
が
出
店
さ
れ

た
ほ
か
、
福
祉
バ
ザ
ー
も
行
わ
れ
、
会
場
は
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

安
中
総
合
学
園
の
生
徒
が
炊
き
出
し
実
習

　
９
月
３
０
日
（
水
）
に
安
中
総
合
学
園
高
校
生
活
文
化
系

列
福
祉
選
択
者
の
３
年
生
が
社
会
福
祉
実
習
の
一
環
と
し

て
安
中
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
・
安
中
市
地
区
日
赤
奉

仕
団
の
指
導
の
も
と
、炊
き
出
し
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
実
習
で
は
包
装
食
袋
（
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
）
を
使
っ
て
炊
飯
を

行
っ
た
ほ
か
、普
通
の
ご
飯
と
の
食
べ
比
べ
も
行
い
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９
月
２
１
日
（
月
）
か
ら
３
０

日（
水
）の
１
０
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
４
日
（
木
）
に
は
安
中
警
察
署
前
と
松
井
田
バ
イ
パ
ス
で

交
通
安
全
関
係
団
体
に
よ
る
街
頭
指
導
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

３
０
日
は
安
中
総
合
学
園
高
校
と
新
島
学
園
高
校
の
生
徒

が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
前
の
道
路
で
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
る
街
頭
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
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　 歴 史 ・ 文 化 を 行 か し た ま ち づ

く り へ の 取 り 組 み が 進 め ら れ て

い ま す 。 歴 史 的 な 建 造 物 や 祭 り

な ど 、 地 域 に 受 け 継 が れ て き た

文 化 の 継 承 を 図 る も の 、 産 業 な

ど の よ う に 近 年 発 展 し て き た 地

域 文 化 を 活 用 す る も の 、 特 産 物

な ど の 地 域 資 源 を 活 か し て 新 た

な 文 化 を 創 る も の ま で 様 々 で す

が 、 そ の 発 展 に は 、 世 代 や 立 場

を 超 え た 地 域 一 丸 の 取 り 組 み が

必 要 で す 。 ま ち の 特 色 を 活 か し

た ま ち づ く り を 一 層 推 進 す る た

め に 、 今 回 は 「 歴 史 ・ 文 化 を 活

か し た ま ち づ く り 」 を テ ー マ に

標 語 を 募 集 し ま す 。

課 題 ▼ 「 歴 史 ・ 文 化 を 行 か し た

ま ち づ く り 」

部 門 ・ 賞 ▼ 一 般 の 部 、 児 童 ・ 生

徒 の 部 が あ り 、 両 部 門 と も 国 土

交 通 大 臣 賞 な ど が あ り ま す 。

応 募 締 切 ▼ 12 月 31 日 （ 当 日 消 印

有 効 ）

送 り 先 ▼ 〒 １ ０ ２

－

０ ０ ９ ４

東 京 都 千 代 田 区 紀 尾 井 町 ３

－

32

（ 財 ） 都 市 計 画 協 会 内 ま ち づ く

り 月 間 実 行 委 員 会 標 語 募 集 係

問 合 せ ▼ 県 都 市 計 画 課 （ ☎ ０ ２

７

－

２ ２ ６

－

３ ６ ６ １ ）

『 ま ち づ く り 標 語 懸 賞 』

募　 　 　 　 　 集

　 群 馬 銀 行 環 境 財 団 で は 、 自 然

環 境 の 保 全 活 動 お よ び 調 査 研 究

に つ い て 優 れ た 業 績 を あ げ た 団

体 や 個 人 な ど を 支 援 し て い ま

す 。 今 年 度 も 次 の と お り 募 集 し

ま す の で 、 ご 応 募 く だ さ い 。

テ ー マ ▼

① 地 球 環 境 や 生 態 系 を 守 る た め

　 の 実 践 活 動 、 研 究 、 提 案 な ど

② 地 球 温 暖 化 防 止 に 効 果 の あ る

身 近 な 工 夫 や 実 践 活 動 な ど

応 募 資 格 ▼ 県 内 の 営 利 を 目 的 と

す る 事 業 活 動 を 行 わ な い 法 人 ・

団 体 お よ び 個 人

応 募 期 限 ▼ 12 月 ７ 日 （ 月 ）

問 合 せ ▼ （ 財 ） 群 馬 銀 行 環 境 財

団 事 務 局 （ ☎ ０ ２ ７

－

２ ５ ５

－

６ １ ６ ０ ）

※ 応 募 方 法 な ど 詳 し く は お 問 い

合 わ せ く だ さ い

「 群 馬 銀 行

　    環 境 財 団 賞 」

幼 年 消 防 ク ラ ブ

防 火 パ レ ー ド に つ い て
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37
9-
01
92
　安
中
市
安
中
一
丁
目
23
-1
3
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11
11
　Ｆ
Ａ
Ｘ
38
1－
05
03

市
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所
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　 幼 年 消 防 ク ラ ブ で は 、 高 崎 市

等 広 域 消 防 局 管 内 の 約 ９ ０ ０ 人

の 園 児 が 参 加 し 、 次 の と お り 防

火 パ レ ー ド を 実 施 し ま す 。

　 こ の 行 事 は 、 火 災 予 防 運 動 事

業 と し て 例 年 実 施 し て い る も の

で 、 幼 年 期 に お け る 正 し い 火 の

取 り 扱 い に つ い て の 防 火 教 育 を

図 り 、 火 遊 び な ど に よ る 悲 惨 な

火 災 に よ る 事 故 を 未 然 に 防 ぐ こ

と を 目 的 と し 、 防 火 パ レ ー ド の

ほ か 火 の 用 心 の 作 文 披 露 、 三 つ

の 誓 い 、 く す 玉 割 り 、 消 防 音 楽

隊 の 演 奏 、 火 の 用 心 の 歌 斉 唱 な

ど が 予 定 さ れ て い ま す 。

日 時 ▼ 11 月 13 日 （ 金 ）

出 発 午 前 10 時

場 所 ▼ シ テ ィ ギ ャ ラ リ ー ハ ロ ー

フ ォ ー ラ ム （ 広 場 ） 周 辺 （ 高 崎

市 高 松 町 ）

問 合 せ ▼ 高 崎 市 等 広 域 消 防 局 予

防 課 （ ☎ ３ ２ ４

－

２ ２ １ ４ ）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

守
っ
て
防
い
で
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N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
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市
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犯 罪 被 害 給 付 制 度 の お 知 ら せ

　 犯 罪 被 害 給 付 制 度 は　 通 り 魔 殺 人 な ど の 故 意 の 犯 罪

行 為 に よ り 不 慮 の 死 を 遂 げ た 被 害 者 の 遺 族 や 、 重 傷 や

重 病 を 負 っ た り 、 障 害 が 残 っ た り し た 被 害 者 に 対 し 、

国 が 給 付 金 を 支 給 し 、 そ の 精 神 的 ・ 経 済 的 打 撃 の 緩 和

を 図 ろ う と す る も の で 、 次 の ３ 種 類 が あ り ま す 。

※ 親 族 間 で の 犯 罪 、 犯 罪 被 害 の 原 因 が 被 害 者 に も あ る

場 合 、 労 働 者 災 害 補 償 保 険 （ 労 災 保 険 ） な ど の 公 的

給 付 や 損 害 賠 償 を 受 け た 場 合 な ど に つ い て は 、 給 付

金 の 全 部 ま た は 一 部 が 支 給 さ れ な い こ と が あ り ま す

※ オ ウ ム 真 理 教 に よ る 犯 罪 被 害 者 や 遺 族 に 対 し て は

「 オ ウ ム 真 理 教 に よ る 犯 罪 被 害 給 付 金 制 度 」 が あ り

ま す

問 合 せ ▼

県 警 察 本 部 広 報 広 聴 課

（ ☎ ０ ２ ７

－

２ ４ ３

－

０ １ １ ０ ）

安 中 警 察 署 （ ☎ ３ ８ １

－

０ １ １ ０ ）

松 井 田 警 察 署 （ ☎ ３ ９ ３

－
０ １ １ ０ ）

　 安 中 法 務 行 政 ク ラ ブ で は 地 域 の 行 政 書 士 ・ 司 法 書 士 ・

土 地 家 屋 調 査 士 に よ る 『 な ん で も 無 料 相 談 』 を 次 の 通

り 実 施 し ま す 。 予 約 は 不 要 で す 。 会 場 に 直 接 お 越 し く

だ さ い 。

　 日 頃 気 が か り な 心 配 ご と な ど が あ り ま し た ら 、 お 気

軽 に ご 相 談 く だ さ い 。

日 時 ▼ 11 月 14 日 （ 土 ）

　 　 　 午 前 ９ 時 〜 正 午 ・ 午 後 １ 時 〜 ４ 時

　 　 　 ※ 受 付 は 午 後 ３ 時 30 分 ま で

場 所 ▼ 市 役 所 本 庁 ３ 階　 ３ ０ ５ 会 議 室

相 談 員 ▼

○ 群 馬 県 行 政 書 士 会 安 中 ・ 松 井 田 地 区 会 員

○ 群 馬 司 法 書 士 会 安 中 ・ 松 井 田 地 区 会 員

○ 群 馬 土 地 家 屋 調 査 士 会 安 中 ・ 松 井 田 地 区 会 員

○ 富 岡 公 証 役 場 公 証 人

相 談 例 ▼

○ 相 続 ・ 遺 言 ・ 売 買 ・ 贈 与 ・ 担 保 抹 消 な ど の 登 記

○ サ ラ 金 ・ ク レ ジ ッ ト ・ 訴 訟 問 題 な ど

○ 成 年 後 見 制 度 の 利 用 （ 任 意 ・ 法 定 ）

○ 建 物 の 新 築 ・ 増 築 ・ 取 り 壊 し な ど の 登 記

○ 土 地 の 境 界 、 地 図 （ 公 図 ） の 訂 正 な ど

○ 遺 言 書 の 書 き 方 、 農 地 転 用 、 国 ・ 県 ・ 市 な ど へ の 許

認 可 申 請 な ど

※ そ の 他 な ん で も ご 相 談 く だ さ い

後 援 ▼ 安 中 市

問 合 せ ▼ 安 中 法 務 行 政 ク ラ ブ 事 務 局 （ 担 当　 中 島 ）

（ ☎ ３ ８ ５

－

３ ６ ５ ５ ）

詐 欺 の 種 類 防 犯 の 心 得

遺 族 給 付 金

重 傷 病 給 付 金

障 害 給 付 金

…

…

…

被 害 者 が 死 亡 し た 場 合 、 遺 族

に 支 給 し ま す

被 害 者 が 重 傷 ・ 重 病 に な っ た 場

合 に 被 害 者 本 人 に 支 給 し ま す

被 害 者 に 障 害 が 残 っ た 場 合 に

被 害 者 本 人 に に 支 給 し ま す

 実
施
期
間

▼11
月
９
日（
月
）～
15
日（
日
）

 重
点
目
標

▼①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
予
防
対
策
の
推
進

③
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

実
施
事
項

▼

　
市
消
防
団
で
は
期
間
中
、各
水
利
の
点
検
・
調
査
、サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴（
期

間
中
の
午
前
７
時
と
午
後
６
時
）、
 消
防
署
で
は
学
校
な
ど
へ
の
立
入
検
査

お
よ
び
水
利
の
点
検
・
調
査
、防
火
広
報
を
行
い
ま
す
。

火
災
の
発
生
状
況

▼

　
今
年
１
月
か
ら
の
安
中
市
の
火
災
は
、
９
月
末
ま
で
で
15
件
で
、
う
ち

建
物
火
災
10
件
、そ
の
他
５
件
で
す
。

　
ま
た
、統
計
上
火
災
に
な
ら
な
い
事
故
扱
い
は
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

▼安
中
消
防
署（
☎
３
８
２
－
１
８
１
８
）

本
庁
安
全
安
心
課
生
活
安
全
係（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

秋
季
火
災
予
防
運
動
の
お
し
ら
せ

「
消
える
ま
で
  ゆ
っく
り火
の
元
  に
ら
め
っ
子
」

無 料 相 談 を 開 催 !!な ん で
もな ん で
もな ん で
も



給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
１
１
月
１
日
～
１
２
月
１
５
日
）

２２
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
９
年
１１
月
号

市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

２３

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
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市
民

●
行
政
相
談

本
庁
　
11
/5
・
19
　
12
/3
　
9時
～
12
時

支
所
　
11
/2
　
12
/7
　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
11
/6
・
20
　
受
付
12
時
30
分
～
15
時

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
年
金
相
談

本
庁
　
11
/1
9　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

本
庁
・
支
所
　
12
/3
　
13
時
30
分
～
16
時
（
特
設
人
権
相
談
）

●
人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
10
/1
5　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
11
/1
3　
12
/1
1　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
労
働
相
談

本
庁
　
11
/4
・
17
　
12
/1
　
13
時
30
分
～
16
時

※
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。
　
商
工
観
光
課
（
☎
38
2－
11
11
）

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

松
井
田
交
通
安
全
協
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
13
時
～
16
時

相
  談
  案
  内

　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

38
2-
28
91

38
1-
23
22

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47
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Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

休
館
の
ご
案
内

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
11
/4
・
17
　
12
/1

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
11
/1
0・
24
　
12
/7
～
9・
22

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
11
/4
・
10
・
17
・
24
　
12
/1
・
8・
15

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
/3
･4
・
10
・
17
・
24
・
25
・
30
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
/1
･8
･1
5

文
化
会
館
　
　
　
　
　
11
/2
・
9・
16
・
24
・
30
　
12
/7
・
14

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
11
/4
・
10
・
17
・
24
　
12
/1
・
8・
15

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
/2
・
4・
9※
・
16
・
24
・
30
※
　
12
/7
・
14
※

学
習
の
森
　
　
　
　
　
11
/4
・
10
・
17
・
24
・
25
　
12
/1
・
8・
15

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
11
/2
・
4・
9・
16
・
23
・
24
・
30
　
12
/7
・
14

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14

曜
日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

行
　
　
事
　
　
名

●
安
政
遠
足
峠
く
だ
り

●
安
中
市
菊
花
大
会（
～
20
日
）

　
磯
部
公
園

●
竹
細
工
教
室

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
高
崎
市
等
広
域
婦
人
防
火
研
修
会

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

●
市
民
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
9:
00

●
童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～

●
企
画
展
連
続
講
座

　「
上
毛
三
山
の
成
り
立
ち
」

　
学
習
の
森
13
:3
0
～
15
:3
0

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
松
井
田
庁
舎
　
13
:3
0
～

●
市
民
展
前
期
(～
15
日
)

　
文
化
セ
ン
タ
ー
・
中
央
体
育
館

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
展
前
期

●
市
民
展
前
期

●
歩
く
健
康
づ
く
り
大
会（
要
申
込
）

　
8:
30
～
12
:0
0

●
写
仏
講
座

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
15
:0
0

日 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜
日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
展
前
期

●
耳
飾
り
教
室

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
展
後
期
(～
22
日
)

　
文
化
セ
ン
タ
ー
・
中
央
体
育
館

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
展
後
期

●
市
民
展
後
期

●
竹
細
工
教
室

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
の
茶
席（
江
戸
千
家
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
展
後
期

●
市
民
の
茶
席（
煎
茶
道
東
阿
部
流
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー（
岩
野
谷
地
区
）

　
9:
00
～

●
企
画
展
連
続
講
座
鼎
談

　「
上
毛
三
山
の
山
麓
遺
跡
」

　
学
習
の
森
13
:3
0
～
15
:3
0

●
農
業
委
員
会
総
会
　
本
庁

　
11
：
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
タ
ン
ゴ
・
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
20
09

　
文
化
会
館
18
：
30
～（
開
場
18
：
00
）

●
写
仏
講
座

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
青
少
年
健
全
育
成
市
民
の
つ
ど
い

　
文
化
セ
ン
タ
ー
14
:0
0
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
開
会（
予
定
）9
:0
0

日 １ 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

行
　
　
事
　
　
名

●
冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動（
～
10
日
）

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
総
務
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
1
～
3
月
）

　
旧
安
中
市
屋
外
施
設
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
18
:30
～

　
旧
松
井
田
町
屋
内
外
施
設
支
所
18
:3
0
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
市
民
文
教
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
人
権
教
育
講
演
会（
江
森
陽
弘
氏
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
15
:0
0
～

●
体
育
施
設
利
用
者
調
整
会
議（
1～
3
月
）

　
旧
安
中
市
屋
内
施
設
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
18
:30
～

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
福
祉
民
生
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0

●
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
8:
30
～

●
縄
文
耳
飾
り
教
室

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
15
:0
0

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

　（
目
か
ら
う
ろ
こ
の
そ
ば
打
ち
教
室
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
30
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
企
画
展
連
続
講
座

　「
上
毛
三
山
と
山
岳
信
仰
」

　
学
習
の
森
13
:3
0
～
15
:3
0

●
倉
木
麻
衣
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
20
09

　
文
化
会
館
17
：
30
～

　（
ロ
ビ
ー
開
場
16
:3
0
開
場
17
：
00
）

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会（
予
定
）9
:0
0

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
一
般
質
問（
予
定
）9
:0
0

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
一
般
質
問（
予
定
）9
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
4
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
閉
会（
予
定
）9
:0
0

●
家
族
の
日
大
会

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
ス
ケ
ー
ト
教
室
15
:0
0
～

●
写
仏
講
座

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
15
:0
0

１
１
月行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
１
月
１
日
→
１
２
月
１
５
日

１
１
月
１
日
→
１
２
月
１
５
日

１
２
月

健
康
通
信

　
11
月
は
結
核
検
診
が
あ
り
ま
す
。子
宮
が
ん
、乳
が
ん
の
個
別
検
診
も

引
き
続
き
実
施
中
で
す
。

　
ま
た
、1
2
月
か
ら
は
子
宮
が
ん
、乳
が
ん
の
集
団
健
診
も
始
ま
り
ま
す
。

　
ど
の
検
診
も
申
込
者
に
対
し
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。日

時
、会
場
な
ど
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
受
診

を
希
望
す
る
人
は
、本
庁
健
康
課（
☎
３
８
２
－
１１
１１
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

11
月
1
日
・
15
日
（
日
）　
12
月
6
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

１
２
　
月

１
１
　
月

※
第
４
回
安
中
市
議
会
定
例
会
一
般
質
問
は
８
日
（
火
）
に
全
質
問
が
終
了
し
た
場
合
、
９
日
（
水
）
は
休

会
と
な
り
ま
す



旧
丸
山
変
電
所
内
部
公
開
！

旧
丸
山
変
電
所
内
部
公
開
！

「
上
毛
三
山
を
究
め
る
」

「
上
毛
三
山
を
究
め
る
」（
全
６
回
）

（
全
６
回
）

「
上
毛
三
山
を
究
め
る
」

「
上
毛
三
山
を
究
め
る
」（
全
６
回
）

（
全
６
回
）

「
上
毛
三
山
を
究
め
る
」（
全
６
回
）
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歴史に親しんでみませんか？歴史に親しんでみませんか？歴史に親しんでみませんか？歴史に親しんでみませんか？歴史に親しんでみませんか？
　

市
教
委
で
は
、
近
代
化
遺
産
の
全
国
一
斉
公

開
に
合
わ
せ
国
指
定
重
要
文
化
財
の
「
旧
丸
山

変
電
所
」
の
内
部
を
一
般
公
開
し
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
に
よ
る
解
説
も
あ

り
ま
す
。
ア
プ
ト
の
道
を
散
策
す
る
際
に
は
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
11
月
３
日
（
祝
）
〜
８
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

交
通
手
段
▼
横
川
駅
か
ら
徒
歩
約
30
分
で
す

（
車
で
は
、
行
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

旧
丸
山
変
電
所
内
部
公
開
！

旧
丸
山
変
電
所
内
部
公
開
！

旧
丸
山
変
電
所
内
部
公
開
！

学
習
の
森
企
画
展
連
続
講
座

　

学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
で
は
10
月
23
日
か
ら
企
画
展
「
上
毛
三
山　

－

赤
城
・
榛
名
・
妙
義
の
歴
史
と
信
仰

－
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
企
画

展
に
関
連
し
て
次
の
と
お
り
連
続
講
座
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

各
回　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※

以
降
の
日
程
は
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

募
集
人
数
▼
50
名
（
先
着
順
）

費
用
▼
無
料　

申
込
み
▼
電
話
で
学
習
の
森
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼
学
習
の
森
（
☎
３
８
２

－

７
６
２
２
）

日　
　
　

時

第
２
回

第
３
回

第
４
回

11
月
８
日（
日
）

11
月
23
日（
祝
）

12
月
６
日（
日
）

内　

容　

・　

講　

師　

な　

ど

対
談
「
上
毛
三
山
の
成
り
立
ち

－

上
毛
三
山
の
地
質
構
造

－

」

中
島
啓
治
氏
・
中
村
庄
八
氏

鼎
談
「
上
毛
三
山
の
山
麓
遺
跡
」

前
原
豊
氏
・
若
狭
徹
氏
・
大
工
原
豊
氏

「
上
毛
三
山
と
山
岳
信
仰
」　　
　

時
枝　

務
氏

市
民
健
康
公
開
講
座
を

市
民
健
康
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

市
民
健
康
公
開
講
座
を

市
民
健
康
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す

開
催
し
ま
す

市
民
健
康
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す

　

全
国
的
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
）
が
流
行
し
、
感
染
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
季
節
が
冬
に
向
か
い
、
空
気
が
乾
燥
す
る
に
つ
れ
て
、
今
ま

で
以
上
流
行
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
、
市
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
、
碓
氷
安
中
医
師
会
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
感
染
予
防
・
感

染
拡
大
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
基
本
的
な

知
識
や
予
防
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
市
民
健
康
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
人
が
免
疫
を
も
っ
て
い
な
い
た
め
、
人
か
ら
人
へ
感
染
が
広
ま
っ

て
い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
心
安
ら
ぐ
オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
も
講
座
終
了
後
に
行
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
12
月
５
日
（
土
）　

午
後
１
時
30
分
開
場

○
第
１
部　

健
康
講
座　

午
後
２
時
〜

内
容
：「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
」

講
師
：
藤
巻
康
喜
医
師
（
藤
巻
医
院
院
長
）

○
第
２
部　

オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト　

午
後
３
時
〜

奏
者
：
新
井
淳
子
（
オ
カ
リ
ナ
）・
松
下
展
大
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）

曲
目
：
ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）・
竹
田
の
子
守
唄　

ほ
か

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
▼
無
料
（
全
席
自
由
）

主
催
▼
安
中
市
・
安
中
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

共
催
▼
碓
氷
安
中
医
師
会

問
合
せ
▼
本
庁
健
康
課
保
健
指
導
係 （
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

碓
氷
安
中
医
師
会
（
☎
３
８
１

－

０
４
０
４
）


